人事委員会傍聴者の声　その（10）
【2006・2・7】
「10・23通達」が無ければ、教師、生徒思いの校長であったはずなのに。
2・7卒業⑦グループ・証人尋問：和田強・前足立高校校長：湯浅友功・前足立西高校校長
*「足立高校の前校長は『反対する者は出て行け』と言ったそうですが、退職して外に職を持った為、都教委と縁が切れたのか、多少正直に都教委の事前指導のホコロビを見せてくれた。退職をして嘱託している足立西の校長は、人間としての教育者としての良心を売ってでも、都教委への義理立てする恥ずかしさを見た。」　　　　（現都立高校嘱託）

*「足立高校前校長は、着任した2000年度の入学式時には、『内心の自由について』高らかに生徒に語っていることがわかった。新年度を胸に、晴れやかなスタートにふさわしい入学式を、私も思いだし、隔世の感である。2003年度、都の強い意向の『10・23通達』が出てから校長の姿勢が変わり、都教委の言いなりになったことが尋問によって、次々とわかった。2003年度の卒業式不起立処分はＳ先生1名という事実確認が杜撰で、処分報告書の文章の矛盾もあきらかになった。すなわち、Ｓ先生は『熱意ある授業を展開し、熱心な部活動指導をしている』と校長は認めていた。にもかかわらず、『不起立』が『学校改革に消極的に当たる』と記述したことを肯定した。一方、金科玉条のように言う『学習指導要領』については、答弁がしどろもどろになった。職員会議では多くの質問が出されたが、森山教頭の『疑問ならば処分覚悟でやればいい』と言い放った。教育現場の荒々しさと、異常さにも身が縮む思いであった。Ｓ先生の無念さ慮るに処分撤回を勝ち取りたい。」
（佐々木寿恵　　元都立高校教員）

*「どんなに『記憶に無い』と言い逃れても、現場の力のよって真実はあきらかになると思いました。当初と違ってどんどんボロが出てきていると感じました。何よりも職場の団結で闘うことが力になるのですね。今年の卒、入学式を前に人事委員会の闘いはますます大事だと思います。これを地域にも広く伝えたいと思います。」　（白井進　百万人署名運動）

*<ヒゲメモ＞
前日の2・6地裁に於いて、第13回「予防訴訟」弁論で堀江輝久先生の格調高い証人尋問を原告席で聴きました。「教育の自由」は、本来国家作用が及ぶものではなく、子ども一人ひとりの発達保障には、教育実践の自由が不可欠である。権力の不当な弾圧に対して「頑固」でなくてはいけない。「10・23通達」は画一的な強制であり教育の条理に反する等々。本日の人事委員会で「己の言葉を奪われた校長」を前にして、教育のあるべき「真理・真実」を覆い隠す、石原教育行政の犯罪性をもっと多くの保護者、卒業生、市民に知らせていくことが必要です。（傍聴者23名。心から感謝しています。被処分者の会・星野）


